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　巻頭言　Foreword

燃料電池・水素を日本の産業へ
Bringing Hydrogen and Fuel Cell Business to Domestic Industry

国立研究開発法人　産業技術総合研究所 
極限機能材料研究部門　招聘研究員

水谷　安伸
Yasunobu Mizutani

Invited Senior Researcher
Innovative Functional Materials Research Institute

National Institute of Advanced Industrial Science and Technology （AIST）

　2017 年のパリ協定以来、温暖化対策は世界共通の目標となり、これを受けてカーボンニュートラルに向けた世界
的なトレンドは急速な進展を見せている。化石燃料は歴史的にも石炭から石油、天然ガスへと移り変わって低炭素
化されてきたが、C/H 比をこれ以上に下げようとすると水素しかなく、水素エネルギーシステムへ期待が集まるの
は必然であるともいえる。エネルギー消費機器も石炭の時代に蒸気機関が発明され、石油の普及とともに自動車産
業が発展するなど、エネルギーと産業は両輪で発展してきた。こうした中で、燃料電池は水素と非常に親和性が高く、
熱機関と大きく異なる点として可逆性を持つことから、発電と電解の両面での発展が期待される重要な技術である。
　日本では自動車用の燃料電池として PEFC（固体高分子形燃料電池）の開発が発展した経緯から、FCV（燃料電
池自動車）は言うまでもなく、2009 年度には世界に先駆けて PEFC を搭載した家庭用燃料電池“エネファーム”が
商品化され、さらに発電効率が高い SOFC（固体酸化物形燃料電池）でも世界をリードする高い技術力を有してい
ると言える。これらは海外でも成功事例として認識されているものの、今後、産業として大きく成長できるかどう
かは別の話である。たとえば、日本の産業が高効率・長寿命・低コストで商品性が高い燃料電池を提供できたとし
ても、エネルギーシステム全体として見たときのコストや効率がどうであるか（全体最適の視点）、さらには、エ
ネルギーのサプライチェーンからデマンドサイドまでを含めて、最終的に顧客にベネフィットが提供できているか 

（ビジネスモデルの視点）が重要である。特に水素エネルギーのサプライチェーン構築にあたっては、経済合理性を
問われる個別の企業だけでは推進が困難と考えられるため、複数の企業が集まった産業として、また国策として国
が主導して進めていくことが期待される。
　エネルギー資源を海外からの輸入に頼り、自給率が低い日本では、必然的にエネルギー価格は高くならざるを得
ないものの、価格が高いこと自体はビジネス障壁にはならない。購入する側にとっては負担であるが、販売するも
のにとっては大きな売上と利益を得ることができるためである。現に再生可能エネルギーは既存エネルギーより高
価格であっても既に巨大な産業になりつつある。ESG 投資というばかりでなく、将来価格を予見して投資がなされ
るからである。また、エネルギーインフラ、エネルギー供給は経済合理性だけでは成り立たない。安全・安心、セ 
キュリティはもちろんのこと、社会的受容性やカーボンフットプリントを含めて考えなければならないからである。
昨今の石油、ガス価格の高騰から新電力が破綻する姿を見ると、エネルギー産業はビジネスだけでは語れないと感
じるところである。
　水素の製造価格についていえば、再生可能エネルギーと同様に将来は必ず普及可能な価格にまで下がると思って
いる。世界中で国策として、また大きな投資を呼び込んでの研究開発・実証が進められているからである。日本で
もこれまでの燃料電池技術を活用すれば電解水素製造の分野でも世界をリードできると考えられる。私見であるが、
水素サプライチェーンの構築に向けて最も大きな障壁は水素の輸送・貯蔵であり、今のところゲームチェンジャー
となりうる方策は見出されていない。当面は現在の電力、ガス価格が顧客の種別や地域、時間帯等で異なるように、
水素価格も時間や空間の違いで適切な価格を設定して対応するしかないかもしれないが、今後の技術開発に大きく
期待している。水素の輸送・貯蔵技術が進展すれば水素エネルギーが大きく普及し、燃料電池や水素製造装置の活
躍の場も広がるだろう。
　日本は燃料電池・水素の分野で世界に先行して高い技術力や実証、実用化、普及までの経験を有している。しかし、
日本発の技術であるはずの液晶や太陽電池、リチウムイオン電池などがのきなみ産業としては海外に席巻されてし
まったことを考えると心配でならない。燃料電池・水素こそは日本がグランドデザインを描き、世界をリードして
一大産業として成長することを切に願っている。
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● 表紙「燃料電池ゴミ収集車」
　 83.5kW の燃料電池と 90kWh の LIB を装備した中国のゴミ収集車

（写真提供：胡教授、上海交通大学）
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